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＜病棟連絡事項＞
・Bユニットの乾燥器故障しており、本日庶務が点検に来ています。また、5/22 10時に修繕依頼していた洗濯機が戻ってくると同時に上記乾燥機の回収をすることとなっています。

・東病棟の風呂について、左側の排水溝が詰まっており使用できません。排水時は右側のみ使用するようにしていきましょう。
・CSセットの契約状況は毎日夕方頃確認し、転入出や退院の都度更新漏れがないようにしていきましょう。
・本日より、SWのPHS(213)が使用できるようになりました。
＜ベッドコントロール＞
・小田　沙也加様→23号室から30号室へ居室移動しています。
・福井　宏様→30号室から23号室へ居室移動しています。
＜患者様連絡事項＞
・榊　正博様～本日、PSW付き添いのもと青陽館の見学に行っています。
・越後　京子様～本日診察にて腰部レントゲンの指示あり、実施しています。
・柏崎　勝吾様～退院時薬13日分処方頂いています。
・古積　幸太様～不穏時リスパダール(1)30回分、不眠時デエビゴ(2.5)20回分処方頂いています。
・蔵　淳一様～退院日について5/26　12時を希望しています。主治医出勤時に報告し退院指示等もらっていきましょう。
・櫻田　華様～5/25 10:00～5/27 16:00で外泊希望あり申請済です。外泊中にひとりになる時間がある事は主治医より許可ありますが、送迎については不明のため確認していく事としています。
・小田　沙也加様～母様より、今後の退院先について施設入所か自宅でみるか悩んでおり決めきれずにいるとの事で、今後主治医面談を希望されているため主治医へ情報提供していきましょう。
・中田　弘子様～姉様より退院日について5/31の午前中との希望聞かれています。診察時主治医へも情報提供していきましょう。また、5/23外出予定としていましたが、姉様都合でキャンセルとなっています。申請取り消し済です。

・三浦　みよ子様～退院について、主治医より23.24日目安での退院許可は出ていますが青風荘に現在受け入れ可能か確認中となっています。本日は管理者不在のため、5/21以降で当院連携室宛にご連絡頂けることとなっています。
＜要注目患者様ケース検討＞
・越後　京子様～食事は自室で摂取されています。必要時スタッフ介入していますが下肢、腰痛は自制内で経過し頓服使用はありません。ADL低下とならないよう歩行状態に注意し促していきましょう。
・野坂　翔様～特定女性患者様に付きっきりで行動され、日課への参加出来ずにいる様子見られています。適度な距離間で接して頂く事、日課はきちんと取り組んで頂くよう介入していきましょう。
・小田　沙也加様～昨日同室患者様に詰め寄る、覆いかぶさる行為が見られ不穏時服用されています。本日は日課も自主的にこなされ穏やかに過ごされています。トラブルのあった患者様とは別の30号室に居室変更しています。精神症状観察行い、適宜トラブルに注意し介入していきましょう。
・豊田　建世様～診察にて主治医より嘔吐があった場合はスタッフに報告するよう伝えられています。本日も唾液様の嘔吐が少量あったとのことでした。患者様より報告があった際には、都度記録に残し診察時主治医へ情報提供していきましょう。
＜田名部Dr.診察情報＞
・鈴木　知子様～診察時、悪口のような幻聴はまだあるが以前よりはいいとの事。また同室者(K・K様)が付き纏ってくるといった不満言動聞かれており、断ったり距離をとったりするよう説明受けている。継続処方となる。
・八森　啓子様～診察時、退院に関し「部屋の片付けをしたいので10日程一度自宅に退院してから入所したい。」との訴えあるも、主治医より、直接の入所でお願いしたい事、10日程自宅で過ごすのであれば自宅で生活が出来るものとみなされ入所を断られる可能性がある事の説明をうけ、渋々納得はされている様子。継続処方となる。
・岩澤　渉様～診察時は不調や不安感やイライラ感の訴えはないが時々夜間眠れない時があると話されている。継続処方となる。
・鈴木　達也様～診察時も不調訴え無く落ち着いて話され、経済管理について計画的にやっていく事が退院にも繋がるので頑張っていきましょうと行った事のお話しを受けている。処方変更あり、モンテルカストの在庫がないため中止となり、他継続処方となる。
・畑山　幸子様～診察時退院に関し御家族様と面談を行った事の説明を受けている。

また腰部の火照りや手首の火照りがある事、「おしっこが出ていない」と排尿困難がある事を訴えられている。排尿困難による腹痛は無いとの事で内服の副作用であるとも思われるとの事で薬剤調整あり、タンドスピロン→クロチアゼパム(5)3T　3×毎食後へ変更、アナフラニール→イフェクサーカプセル(37.5)1ｃ　1×夕へ変更となり　他継続処方となる。
・越後　京子様～診察時、左大腿部のあたりの疼痛の訴えありレントゲンの指示となる。

また、薬剤調整にてクエチアピン（100）→（50）　3T 3 ×へ減量となり他継続処方となる。
・三浦　みよ子様～診察時調子はいいと小声で受け答えされている。退院に関しては今週末希望されており、主治医より、5/23、24あたりを提案され、遅くても一週間後の27日あたりでと説明受け了承されている。また、湿布と点眼薬の希望あり、ハップスターとシアノコバラミン点眼液が処方となる。継続処方となる。
・沢田　秋子様～診察は不安感やイライラ感の訴えなく落ち着いて受け答えされている。

継続処方となる。
・小泉　裕子様～診察時もノートいっぱいにメモ書きされたものを見せており、妄想言動聞かれている。継続処方となる。
・野坂　翔様～診察時、保護観察官の方に聞かれた内容を落ち着いて話されている。

また、同室者(H・Ｎ様)が朝早く叫んだ声で目が覚めイラっとしたといった不満を話されている。内服変更無く継続処方となる。
・長瀬　伸也様～診察時外泊時の様子に聞かれ、「テレビをみたりゆっくり過ごしました」と落ち着いて話されている。また退院に関しての主治医からの問いに、自宅退院となると日中母様が不在となるがどうしますかね？との問いには「仕事します」と話されている。

・田端　香織様～診察時は幻聴の訴えはなく、頭痛　腹痛がある事、外出で「ラピアにいっていいか」の確認を行い、主治医より「いいですよ」とお話しされている。内服変更なく継続処方となる。
＜皮膚科診察情報＞
・福井　宏様～両上腕、胸部の皮疹は軽快。タベジール　2T　朝夕後　7日分、プレドニゾロン(5)2T→1Tへ変更　7日分処方となる。
・豊田　健世様～帯状疱疹痕は軽快。同前処置。
・田島　博文様～陰股部発赤あり。エキザルベ処方、塗布指示。
・中山　真由美様～テルビナフィン塩酸塩クリーム1本処方となっています。
